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『よりよい防災マップ』とは

効率的 ＋ 手軽

スマホで見られるデジタル防災マップ

マップの普及によって得られる効果

付近の情報を素早く正確に確認できる（旅行者も含む）

『よりよい防災マップ』の利用をきっかけに、今まで防災マップに対して関心のなかっ
た人の防災意識も向上させることができる

スマホからいつでもどこでも確認できるため、外出先で災害に遭ってしまっても安全
が確保できる



SDGs（持続可能な開発目標）と
『よりよい防災マップ』実用化の関連

 目標２.飢餓をゼロに

 目標３.すべての人に健康と福祉を

 目標６.安全な水とトイレを世界中に

 目標11.住み続けられるまちづくりを

 目標13.気候変動に具体的な対策を



制作にあたっての活動

渡邊さんと松岡さんに頂いたご意見
 早く避難することと、普段から防災意識を高めていくことが大切
洗濯に困った

ボランティアの方々が体を綺麗にできる場所があるとよい
避難所では充電可能箇所が一か所しかなかった

一刻も早くWi-Fiが欲しかった



『よりよい防災マップ』

フリーWi-Fi
スポット 災害ベンダー

広域避難場所

指定緊急避難場所

コンビニ(３社)

コインランドリー

日帰り入浴施設

公衆電話

公衆トイレ
携帯会社 ドラッグストア

・長野県防災の公式Twitter

・重ねるハザードマップ(国土地理院)

・信州防災アプリ ダウンロードリンク



アナログ版『よりよい防災マップ』
←安茂里公民館に掲示していただいたマップ

マップ説明の様子↓

←安茂里公民館での説明会の様子



活動発表会

東京都で発出された緊急事態宣言の影響で、東京都竹芝にある

（株）ソフトバンク本社（スマートシティ）と長野合同庁舎を繋ぎ

CSR・IOT専門家の皆様の前でオンライン発表会



発表・意見交換会



新聞・ケーブルテレビの取材＆広報活動



ステッカー制作
『よりよい防災マップ』をより簡単に閲覧できるよう、

美術班全面協力の元でQRコードステッカーを制作

↑共立プラニング様との打ち合わせ

←ステッカーデザイン

長野市内の公共機関・店舗へ配布する予定



 閲覧者や利用者のご意見を頂戴しながら、マップをブラッシュアップする

 長野市内の公共施設・商店・店舗などにQRコード付ステッカーの掲示依頼

 『よりよい防災マップ』作成マニュアルを配布する。

 RPAシステムを導入し、マップ更新作業の自動化を図る

 オープンデータ化することで、最新の情報を正確に提供

今後の展望

RPAシステムとは
人間がやっていた単純作業をロボットに代行してもらうことで、
効率化・自動化を図るシステムのこと

オープンデータとは
データを公開し、全ての人が好きなように利用・編集できるようにすること



QRコード

https://is.gd/KXT5zq
URL
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